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編
集
後
記

▼
司
会
を
す
る
と
い
つ
も
雨
に
な
る
。

み
こ
し
で
は
終
了
と
同
時
に
大
雨
で
、

ふ
れ
あ
い
祭
り
も
雨
に
祟
ら
れ
た
。

だ
か
ら
固
辞
し
て
い
た
が
、
今
回
は

紙
一
重
で
乗
り
切
っ
た
▼
あ
の
朝
陽

君
が
幼
児
隊
の
後
で
補
助
付
自
転
車

に
乗
っ
て
い
た
。
そ
の
ま
た
後
に
母

親
の
押
す
三
輪
車
で
参
加
の
子
。
聞

く
と
旭
陽
君
と
の
こ
と
。
家
は
な
ん

と
隣
同
士
、
こ
れ
奇
遇
▼
玉
串
を
捧

げ
た
小
学
生
、
６
年
間
全
部
参
加
し
、

そ
の
ま
だ
前
か
ら
も
参
加
、
こ
れ
強

者
で
す
▼
真
の
参
加
者
は
オ
ジ
さ
ん

オ
バ
さ
ん
で
す
。
仕
方
な
く
参
加
し
、

土
産
作
り
や
飲
み
物
配
り
、
会
場
作

り
に
、
後
片
付
け
等
。
グ
チ
の
一
つ

も
言
い
た
く
な
る
が
、
子
ど
も
の
笑

顔
に
接
す
る
と
、
や
っ
て
良
か
っ
た

と
な
る
不
思
議
▼
反
省
会
、
賽
銭
の

多
寡
も
大
事
で
す
。
で
も
60

年
マ
ン

ネ
リ
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
子
ど
も

が
減
る
中
で
今
の
ま
ま
で
い
い
の
か
。

「
こ
ん
な
事
が
あ
っ
た
の
よ
、
聞
い

て
、
聴
い
て
よ
」
こ
れ
が
来
年
に
繋

が
る
の
で
す
（
小
関
）

上から順に、出発前の子どもたち、記念標柱を囲んでの記念撮影

下は時計回りに、テープカット、記念標柱、駒形屋様へ感謝状贈呈の様子

◆

新西町内会は、市の防災課などと協力し、高齢

者や身障者などが町内会区域内において安心安全

に過ごせるよう、災害時の支援体制づくりを進め

ています。

災害の発生時に●避難の支援が必要であると思

う方は、どうぞお申し込みください。

また、近所にお住まいの方の●避難を手助けで

きると思う方は、「しんせいレンジャー」の登録

をしてください。この事業の取組には、たくさん

の方の協力が必要ですので、よろしくお願いいた

します。

※お申込み・お問い合わせ：小野寺（24-2197）

◎８月２６日「ふれあい焼き肉パーティ 」お楽しみに！

旭川市補助対象事業「市民委員会チャレン

ジ事業」に採択された本事業では、

災害の発生時に備えて避難支援

体制づくりの取組などを行います。!

60
周
年
事
業
と
し
て
、
い
つ
も

休
憩
所
の
場
所
を
提
供
し
て
く
だ

さ
る
丸
駒
シ
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
様
と

駒
形
屋
様
に
、
感
謝
状
と
大
き
な

餅
の
贈
呈
を
行
っ
た
。

旭
西
第
一
公
園
に
10
月
頃
、
記

念
樹
と
し
て
桜
を
植
え
る
予
定
で

記
念
標
柱
の
除
幕
式
を
行
っ
た
。

「
君
た
ち
が
大
き
く
な
っ
た
と
き

桜
も
大
き
く
な
っ
て
君
た
ち
を
迎

え
ま
す
」

今
年
の
参
加
者
は
、
子
ど
も
み

こ
し
58
人
、
幼
児
み
こ
し
17
人
、

付
き
添
い
18
人
、
お
手
伝
い
関
係

者
50
人
の
総
勢
１
４
０
名
を
超
え

る
人
数
で
あ
っ
た
。
（
小
関
）

◇

◇

若
者
の
集
い
は
、
回
覧
で
募
集

し
た
も
の
の
、
応
募
者
が
少
な
く

中
止
に
。
再
度
開
催
す
る
か
、
検

討
し
て
い
ま
す
。
（
川
原
）

新西町内会のホームページ：http://www.potato.ne.jp/shinseichonaikai/

記
念
す
べ
き
60
回
を
数
え
る
子

ど
も
み
こ
し
は
、
前
夜
か
ら
降
り

出
し
た
豪
雨
で
、
翌
未
明
に
は
雨

は
弱
ま
っ
た
も
の
の
、
開
催
出
来

る
か
心
配
だ
っ
た
。
会
場
作
り
は

遅
れ
気
味
で
、
参
加
者
の
出
足
も

悪
い
。
し
か
し
、
巡
行
式
の
８
時

に
は
雨
も
止
み
曇
り
空
の
一
角
に

青
空
が
覗
き
ホ
ッ
ト
す
る
。

巡
行
式
は
御
嶽
三
吉
神
社
に
て

執
り
行
わ
れ
、
町
内
の
平
安
と
無

事
を
願
い
お
祓
い
か
ら
始
ま
り
、

祝
詞
の
あ
と
、
会
長
を
始
め
子
ど

も
代
表
な
ど
関
係
者
が
玉
串
奉
奠

を
行
い
、
最
後
に
実
行
委
員
長
の

蜂
谷
さ
ん
に
合
わ
せ
て
参
加
者
一

同
拝
礼
し
た
。

長
年
巡
行
式
場
と
し
て
会
場
を

提
供
さ
れ
て
い
る
（
株
）
Ｎ
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｏ
道
北
統
括
事
業
所
様
に
感
謝

状
と
記
念
品
を
贈
呈
。
参
加
者
全

員
が
拍
手
で
感
謝
の
意
を
伝
え
た
。

町
内
会
長
、
実
行
委
員
長
の
挨

拶
の
後
、
み
こ
し
行
列
が
作
ら
れ

町
内
に
練
り
込
ん
で
い
っ
た
。

雨
を
降
ら
せ
た
曇
り
空
か
ら
青

空
に
替
わ
る
と
、
強
い
光
線
と
熱

さ
で
熱
中
症
が
心
配
さ
れ
る
中
、

「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
の

勢
い
の
良
い
掛
け
声
が
響
き
、
行

列
を
待
つ
町
内
会
員
が
迎
え
る
い

つ
も
の
光
景
と
な
っ
た
。

◆ ◆

◆

60
回
を
数
え
る
子
ど
も
み
こ
し

は
、
昭
和
31
年
の
上
川
神
社
例
大

祭
に
町
内
行
事
と
し
て
参
加
す
る

こ
と
を
決
め
、
翌
年
、
山
崎
酒
造

（
現
男
山
酒
造
）
か
ら
樽
み
こ
し

の
寄
贈
を
受
け
始
ま
っ
た
。

戦
後
復
興
か
ら
社
会
が
安
定
し

子
ど
も
が
増
え
る
中
10
軒
も
あ
っ

た
と
い
う
造
り
酒
屋
が
地
域
の
活

動
で
み
こ
し
や
半
天
を
貸
し
出
し

て
い
た
時
代
と
聞
い
た
。

生
ま
れ
も
育
ち
も
新
町
っ
子
の

◆

◆
今
年
は
、
会
館
前
の
街
路

灯
の
ほ
か
、
６
・
７
条
西
の

中
通
り
の
残
り
分
と
岡
本
印

刷
か
ら
堤
防
ま
で
の
縦
通
り

の
８
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
ま
し

た
。
（
合
田
火
防
部
長
）

岡
本
会
長
（
当
時
７
歳
）
に
聞
い

て
み
る
と
「
ウ
ー
ン
記
憶
に
な
い
、

堤
防
で
写
真
を
撮
っ
た
の
は
覚
え

て
い
る
」
と
の
こ
と
。

そ
の
後
、
昭
和
61
年
に
駒
形
屋

様
か
ら
現
在
の
宮
型
み
こ
し
が
寄

贈
さ
れ
樽
み
こ
し
と
一
緒
に
練
り

歩
く
よ
う
に
な
っ
た
。


